
学校評価報告書（文京区立誠之小学校）
NO．１

達　成　状　況 評価

個別最適な学びと協働的な学
びの往還を実現し、基礎･基本
の確実な定着を目指した指導
の充実

教師の専門性を生かし、教科担任制（理科・外国
語）や習熟度別学習集団による指導、少人数指
導の授業等、指導体制･指導方法を工夫

・３年生から６年生の算数習熟度別指導、外国語活動のT・
T指導を実施した。
・家庭の教育力が高く、学習習慣はおおむね定着している。
・感染拡大防止に取り組む中でも、校外学習を実施すること
ができた。

B

・習熟度別に学べる少人数算数指導を、次年度も
３年生以上で継続する。
・新しい生活様式の中でできる体験的な学習に取
り組むことができるよう、授業改善を行う。

「分かる・できる楽しさと喜び」を
体感できる日々の授業の充実

自ら学び考えることで「分かる・できる楽しさと喜び」
を体感できる授業の充実に向けた計画･実施･評
価･改善（ＰＤCAサイクル）の日常化

・年度末のアンケート調査で、9５％の児童が「説明や指示が
分かる」と答え、９０％の児童が「授業は楽しくできた」と答え
た。

B
・「『分かる・できる楽しさと喜び』を体感できる授業」
に向け、引き続き、計画･実施･評価･改善を行って
いく。

個のよさを生かす教育の推進
ユニバーサルデザインの視点に立った授業改善を
図るとともに、ＩＣＴ機器・教材を活用して、子供たち
に主体的・対話的で深い学びの実現

・電子黒板の活用は、全ての教員で日常化している。
・一人一台のタブレット端末の活用回数が増え、効果的な使
い方についても深まりを見せている。校内における研修機会も
頻繁に設けることができた。

B
・一人一台タブレット端末とアプリの扱いに慣れさせ
ることで、対話的な活動の時間をより多く確保してい
く。

SDGsの視点に立った教育活動
の展開

持続可能な社会の創り手となることが期待される
子供たちへの質の高い教育の実現

・総合的な学習の時間や各教科においてSDGｓに関する学習
に取り組み、興味・関心を高めることができた。

B
・今年度の取組を振り返り、年間指導計画の作成
に生かしていく。

新しい学校の創造と適正な運
営

誠之小学校方式による「学校運営協議会」の充
実

・学校運営協議会１２回（うち書面開催１回）実施した。
・１２月、用務主事補充について学校運営協議会で検討し、
区に意見を伝えたところ、１月に補充された。

B
・令和５年度の第Ⅱ期工事竣工に向け、引き続き
区との情報共有に努め、児童の教育活動の充実
のために意見を伝えていく。

「生命（いのち）が輝く子供」を
テーマとする校内重点研究の
充実

道徳教育の充実を軸にした全学年を通したカリキュ
ラムの実践

・全学年において道徳の研究授業を実践した。
・道徳授業地区公開講座に向けて、全学級の担任が外部
講師に指導案についての指導を受けた。

B

・互いに尊重し合い、支え合いでよりよい生活を築
いていこうとする心情を養うため、来年度も研修に
励む。
・研究の中心となる教科について検討している。

特色ある活動の継続実施

「副読本『のびゆく誠之』」「誠之カルタ」を活用した
指導
「学校2020レガシー」として、「日本人としての意自
覚と誇り」を育む指導の工夫

・活動を工夫しながら、誠之カルタを使ったカルタ大会を実施
し、児童が伝統精神を学んだ。
・地域学校協働本部がPTAの親子○○教室を実施した。
・邦楽鑑賞教室、和太鼓体験、鼓体験を実施した。
・和食の日を実施した。

B

・引き続き特色ある教育活動を実施していくため、
予算を確保する。
・３年後の１５０周年行事の円滑な実施に向け、学
校運営協議会、学友会、PTAとの連携を密にして
準備を進めていく。

義務教育９年間を見通し、学
習規律の徹底を図る教育活動
の充実

小・中学校間の連携による小学校から中学校へ
の円滑な接続

・9年間使用するキャリアパスポートの重要性を共通理解し、
学期に一度の振り返りを共通実践した。

B
・自身の成長を振り返ることができるキャリアパス
ポートを今後も活用する。確実に保管・し、受け渡し
していく。

「子供を育てる」学校から「子供
が育つ」学校への転換

知識を教えるだけでなく、子供たち自らが主体的に
取り組み、自ら育つための基盤つくり

・子供を褒める3要素を励行し、児童の主体的に取り組んで
いこうとする意欲を育んだ。

B
・児童が認め合い、高め合う思考性や行動力をも
つリーダーの育成を図っていく。

子供の生命・安全・健康への
十分な配慮

子供たち自らが安全を確保することのできる基礎
的な資質・能力の育成

・避難訓練を月に１回実施した。予告なしの訓練も取り入れ、
自分の身は自分で守ろうとする意識と技能を高めた。

B

・新校舎竣工の際に避難経路等について全教職
員で確認する。
・児童の生命・安全・健康を守っていくため、敷地
内の見回りや区への報告等を実施していく。

自覚と自立の生活指導
「誠之の心得」に基づく、「誠之のきまり」をみんなで
守る生活指導の徹底

・よい行為をする児童を全校朝会や学級の会で称賛し、広め
ることができた。

B

・新しい生活様式や新校舎での学校生活に即した
決まりを構築できるよう、検討を重ねていく。
・児童自らが考えて行動したことを大きく評価し，プ
ラス思考の生活指導に取り組む。

心にゆとりをもった楽しい学校生
活と好ましい人間関係の構築

子供を褒める３要素（結果より過程を、自分よりも人
のことを、模倣･空論より創造･実践を）、　叱る３基
準の励行（人権、生命、迷惑）

・褒める3要素を意識した生活指導を実践した。
・スクールカウンセラーによる５年生の全員面接を実施した。
・いじめの早期発見解決に向けて、児童へのアンケートを実
施した。

B

・いじめの兆候を見逃さないよう、教職員のアンテナ
を高くし、今後も事前指導に力を入れる。
・保護者との連絡を密にし、問題解決に向けて協
力する態勢をとっていく。

社会性と思いやりの育成
青少年赤十字（ＪＲＣ）活動、ボランティア活動、環
境保全にかかる活動等を保護者や地域の方々と
実施

・青少年赤十字（ＪＲＣ）活動に登録し、募金活動に参加し
た。
・PTAが新一年生保護者説明会において、希望者へのリサイ
クルウェアの配布を行った。

B
・年度当初にJRC登録式を行うことでボランティア精
神を意識させ、社会性と思いやりの心を養っていく。

学力の
向上

基礎・基本の確実な
定着と、一人一人の

よさを生かす教育

ONLY ONEとしての誠
之小学校

豊かな
人間性の育

成
豊かな心と社会性を
育む道徳、生活指導

重点目標 中期経営目標 短期経営目標 具体的取組
自己評価

次年度に向けての改善策



学校評価報告書（文京区立誠之小学校）
NO．２

達成状況 評価

家庭・地域から親しみと信頼を
得、誇りに思われる学校

学校経営方針・教育内容・方法、日常の子供た
ちの活動状況の積極的な広報・公開

・学校だより、保健だより、給食だよりを毎月発行した。学年だ
よりは毎月に加え、長期休業日前や行事実施前にも発行し
た。
・ホームページ上で児童の活動の様子を毎日更新した。
・フェアキャストを使用し、緊急情報を発信した。

B
・学年ごとのホームページ更新を校務の一つに位
置付け、分掌化することで更新回数を多くする。
・ペーパーレス化を順次進めていく。

学校関係者評価の充実による
学校評価の実施

より地域に密着した学校となるよう、学校評価の適
切な反映

・学校関係者評価委員会を２回（うち書面開催1回）実施し
た。
・学校評価の結果を公表する。

B
・学校関係者評価委員会や学校運営協議会の
意見を教育活動に反映していけるよう、次年度も広
く意見を聴取する。

地域学校協働本部、PTA、誠
之学友会、町会等の諸事業
への積極的参加

地域に根差した教育の推進と地域行事等への積
極的参加の促進

・規模や時間を工夫しながら、親子〇〇教室、こどもひろば、
外国語支援（ＡＣ）、図書館支援などを実施した。
・NPO法人「えこお」と連絡・調整をし、放課後全児童対象事
業を実施した。

B
・図書ボランティアも本格的に活動を再開した。読
み聞かせ（おはなしの森）の再開も検討していきた
い。

校舎、校庭、校内施設・設備
の計画的・効果的活用

きれいな学校、清掃が行き届き整備された校舎・
施設・設備
令和５年度に完成予定の学校改築を見据えた施
設・設備の整備

・会議室と第２音楽室を普通教室にしてのスタートだったが、
より快適な学習環境を提供するために、図書室の普通教室
化を前倒しにしてもらうよう、区に働き掛けた。

B
・新校舎建設に関する意見調整を積極的に行い、
学校関係者の思いをできる限り反映していけるよう
に努める。

教材・教具の創造・開発・活用
教育効果を高めるため、身近な事柄を取り上げた
り、子供の興味・関心等を生かしたりするなどの創
意工夫

・ICT機器を活用した教材の利用を進めるとともに、実物の提
示を重要視して教材・教具の開発を進めた。

B
・引き続き、実感を伴った理解につながるよう、教
材・教具の開発・活用に努めていく。

清潔でさわやか、しかも子供た
ちに働き掛ける教育環境の整
備

居心地、学び心地のよい教育環境の整備
・来年度学級数増を見越し、普通教室を増設してもらうよう、
区に要望を伝えた。

C
・第Ⅱ期工事終了後の普通教室・特別教室の配
置についても、相談を進めている。

GIGAスクール構想が実現される
ことを最大限生かした学びの質
の向上

ICT利活用のための基盤の整備と子供の情報活
用能力の育成

・タブレット端末の日常的道具化を目指し、多くの授業で取り
入れることができた。子供の情報活用能力は高まった。
・教員のスキルを上げるため、情報教育主任が中心となり研
修を重ねることができた。

B
・通信環境を整えることで一人一台タブレットのより
安定した動作につながるよう、区に要望を出してい
く。

「新しい生活様式」も踏まえた
衛生環境の整備や、新しい時
代の教室環境に応じた指導体
制、必要な施設・設備の整備

子供たちの健やかな学びの保障
・担任や看護当番による生活目標周知は行われている。
・マスクの着用、毎休み時間の手洗い、黙食など、感染予
防のための行動を、徹底させることができている。

B
・二酸化炭素濃度計測器を活用し、安心・安全な
生活環境を維持していく。そのために必要な設備等
の購入について、区に相談していく。

最小の予算で最大の効果をあ
げ得る予算執行

予算の重点的配分、計画的執行、節約等の実
施

・必要であるかどうかを組織的に判断し、校長の決断を仰ぐこ
とができた。

A
・使用していないときの教室の消灯、印刷部数確
認、ペーパーレス化をより意識していく。

業務を見える化するとともに、会
議を精選し、時間を有効に使う
校務の効率化

開始時刻の厳守励行・事前資料、簡素提案、効
率審議・報告事項、協議事項の明確化と電子会
議化

・校務支援システムC４ｔｈによる情報発信は定着した。
・職員会議において電子データの活用が定着した。

B
・会議の終わりの時刻を意識しなければならない。
教務でそれぞれの提案にかかる時間を設定し、意
識させていく。

OＪＴ実施体制の充実による「教
育のプロ」としての教員の指導
力の向上

明確な目標の下、教える側、教えられる側の双方
向の学び合い、高め合いを組織的・計画的・継続
的に取り組み、校内における気付きを基に、業務
改善に取り組む自立型人材育成

・指導教諭２名が模範授業を３回ずつ実施し、本校教員も
多数参加して授業力向上につなげた。
・区小研部長２名をはじめ、各教員がそれぞれの研究部の中
心となって活動した。
・東京教師道場２年目の教員が研究の成果を上げた。

B
・ねらいの明示、協働学習の設定、学習の振り返
りという展開を意識させ、授業改善に取り組ませて
いく。

服務の厳正（勤務時間、研
修、文書・現金管理等）

服務事故防止に向けた意識や自覚を一層高め、
学校教育に対する信頼向上への不断の努力

・都内の服務事故情報を回覧し、事故防止意識の向上に
努めた。
・服務事故防止研修で、不適切指導や行き過ぎた指導、情
報管理について意識を深めた。

B

・報告・連絡・相談を今後も徹底し、服務事故防
止に努めていく。
・互いに見合い、意見し合える環境を今後も大切に
していく。

評価基準　　Ａ：十分な成果があった　　B：成果があった　　C：改善した方がよい　　　(D：改善を要する）

教育環境の
整備

施設・設備の効果的
活用と児童に働きか
ける教育環境の整備

組織力
向上

組織の活力につなが
る効率的、効果的な
学校事務・校務分掌

短期経営目標 具体的取組
自己評価

次年度に向けての改善策

地域との
連携

子供たち・保護者・地
域に開かれた誠之小
学校

重点目標 中期経営目標


